
１１－１に関する資料

資料【１】上越教育大学学則（抜粋）

雑則第５章

科目等履修生，特別聴講学生，特別研究学生，研究生及び外国人留学生第１節

（科目等履修生）

本学において，特定の授業科目の履修を志願する者があるときは，大学の教育に支障のな第８４条

い場合に限り，選考の上，科目等履修生として入学を許可することがある。

２ 科目等履修生に関し必要な事項は，別に定める。

（特別聴講学生）

他の大学，短期大学又は大学院（外国の大学，短期大学又は大学院を含む ）の学生で，第８５条 。

本学において特定の授業科目を履修することを志願する者があるときは，当該大学等との協議に基

づき，特別聴講学生として入学を許可することがある。

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は，別に定める。

（特別研究学生）

他の大学院（外国の大学院を含む ）の学生で，本学の大学院において研究指導を受ける第８６条 。

ことを志願する者があるときは，当該大学院との協議に基づき，特別研究学生として入学を許可す

ることがある。

２ 特別研究学生に関し必要な事項は，別に定める。

（研究生）

本学において特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは，大学の教第８７条

育に支障のない場合に限り，選考の上，研究生として入学を許可することがある。

２ 研究生に関し必要な事項は，別に定める。

（外国人留学生）

外国人で，大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志願する者があ第８８条

るときは，選考の上，外国人留学生として入学を許可することがある。

２ 外国人留学生に関し必要な事項は，別に定める。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料【２】上越教育大学研究生規則

○上越教育大学研究生規則

平成16年４月１日

規 則 第 2 1 号

上越教育大学研究生規則

（趣旨）

， （ 。 「 」 。）第１条 この規則は 国立大学法人上越教育大学学則 平成16年学則第１号 以下 学則 という

第87条第２項の規定に基づき，上越教育大学（以下「本学」という ）の研究生に関し必要な事項。

を定める。

（入学の時期）

研究生の入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場合は，こ第２条

の限りでない。

（入学資格）

研究生として入学することができる者は，大学を卒業した者又は本学においてこれに準ずる第３条

学力があると認められる者とする。

（入学の出願）

研究生として入学を志願する者は，次の各号に掲げる書類に検定料を添えて，学長に願い出第４条

なければならない。

(1) 入学願書（本学所定のもの）

(2) 履歴書

(3) 健康診断書

(4) 最終出身校の卒業証明書又は修了証明書及び成績証明書

(5) 在職中の者は，所属する機関等の長の承諾書

２ 前項の規定にかかわらず，現職教育のため任命権者の命により派遣される教職員については，前

項第４号及び第５号に掲げる書類に代えて，任命権者の推薦書を提出するものとする。

（入学者の選考）

前条の入学志願者については，研究発表その他の業績等を審査して選考を行う。第５条

（入学の許可）

前条の選考の結果に基づいて合格の通知を受けた者は，所定の入学手続を行うとともに，入第６条

学料を納付しなければならない。

２ 学長は，前項の手続を完了した者に入学を許可する。

（研究期間）

研究期間は，１年以内とする。ただし，国費外国人留学生及び外国政府派遣留学生の研究期第７条

間は，２年以内とする。

２ 引き続き研究を希望する者は，通算２年の範囲内で，許可を得て研究期間を延長することができ

る。

（指導教員等）

学長は，研究課題に応じて，研究生の指導教員を指定する。第８条

２ 研究生は，特定の研究課題について指導教員の指導を受けるほか，指導教員及び授業担当教員の

承認を得て，当該研究に関連のある授業を履修することができる。ただし，単位を修得することは

できない。

３ 研究生は，指導教員及び各施設管理者の承認を得て，学内の諸施設及び諸設備を使用することが

できる。

， ， 。４ 研究生が 単位を修得しようとするときは 併せて科目等履修生として入学しなければならない

（研究の修了）

研究生が所定の期間在学し，研究を修了したときは，研究成果の概要等を記載した研究修了第９条

届を，指導教員を経て，学長に提出しなければならない。

２ 学長は，研究修了者に対し，本人の請求により研究証明書を交付することができる。



（検定料，入学料及び授業料）

検定料，入学料及び授業料の額は，別に定める。第１０条

（大学間交流協定に基づく外国人留学生の授業料等）

大学間交流協定に基づいて入学する外国人留学生については，検定料，入学料及び授業料第１１条

を徴収しない。

（現職教育のために派遣される者の授業料等）

現職教育のため，任命権者の命により派遣される教職員については，検定料，入学料及び第１２条

授業料を徴収しない。

（既納の授業料等）

既納の検定料，入学料及び授業料は，還付しない。第１３条

２ 研究生が在学中に研究期間の短縮を認められた場合における授業料の差額（月の途中で認められ

た場合はその月を含めない ）は，前項の規定にかかわらず，還付するものとする。。

（実験・実習費）

実験・実習に要する費用は，研究生の負担とすることができる。第１４条

（細則）

この規則に定めるもののほか，研究生に関し必要な事項は，学長が別に定める。第１５条

附 則

１ この規則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日において，研究生である者で，施行日前に，施行日以後引き続き研究生

として研究期間を許可された者は，施行後の上越教育大学研究生規則を適用する。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料【３】上越教育大学研究生取扱細則（各種様式は省略）

取扱細則○上越教育大学研究生

平成16年４月１日

細 則 第 2 3 号

上越教育大学研究生取扱細則

（趣旨）

この細則は，上越教育大学研究生規則（平成16年規則第21号。以下「規則」という ）第15第１条 。

条の規定に基づき，研究生の取扱いについて必要な事項を定める。

（入学の時期）

規則第２条ただし書に定める「特別の事情がある場合」とは，現職教育のため任命権者から第２条

派遣される者及び外国人留学生が入学する場合をいう。

（出願期間等）

研究生として入学を志願する者（以下「志願者」という ）の出願期間は，別に定める。た第３条 。

だし，現職教育のため任命権者から派遣される者及び外国人留学生が出願する場合にあっては，こ

の限りでない。

２ 志願者は，出願前に研究指導を希望する教員（以下「研究指導予定教員」という ）の内諾を得。

るものとする。

（入学者の選考）

， （ ， ）第４条 入学者の選考は 研究指導予定教員による書類審査 必要がある場合は 面接又は実技検査

によるものとする。

２ 学長は，前項の選考の結果に基づき，教授会の議を経て合格の決定を行う。

（研究期間の延長）

研究期間の延長を希望する者は，研究期間延長願を提出するものとし，在職中の者にあって第５条

は，所属する機関等の長の承諾書を併せて提出するものとする。

（入学願書等の様式）

研究生に係る入学願書，入学許可書，研究期間延長願，研究期間延長許可書，研究修了届及第６条

び研究証明書の様式は，別記第１号様式から別記第６号様式までのとおりとする。

（その他）

この細則に定めるもののほか，この細則の実施に関し必要な事項は，学長が別に定める。第７条

附 則

１ この細則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この細則の施行日の前日において，研究生である者で，施行日前に，施行日以後引き続き研究生

として研究期間を許可された者は，上越教育大学研究生取扱細則（平成10年細則第９号）の規定に

かかわらず，施行後の上越教育大学研究生細則を適用する。

（ ）出典：国立大学法人 上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料【４】研究生募集のホームページ

（ ）出典：上越教育大学HP 科目等履修生・研究生 http://www.juen.ac.jp/contents/gsoe/kamoku/index.html



資料【５】研究生（内地留学生）受け入れ状況



資料【６】内地留学生研究課題一覧（平成13年度以降）



資料【７】学校コンサルテーションHPサーバ（ニスコス）事業の実績報告

（ 「 」 （ ） ）出典：現職教員支援のための総合的 学校コンサルテーション 推進事業報告 平成17年3月 p21



資料【８】内地留学生の都道府県別人数

備考：平成17年度は平成17年9月1日までのデータ







































































































































[１] 正規課程学生以外の修学制度（科目等履修制度、聴講生制度）の資料１１－３に関する資料

資料 [１－１] 上越教育大学学則（抜粋）

雑則第５章

科目等履修生，特別聴講学生，特別研究学生，研究生及び外国人留学生第１節

（科目等履修生）

本学において，特定の授業科目の履修を志願する者があるときは，大学の教育に支障のな第８４条

い場合に限り，選考の上，科目等履修生として入学を許可することがある。

２ 科目等履修生に関し必要な事項は，別に定める。

（特別聴講学生）

他の大学，短期大学又は大学院（外国の大学，短期大学又は大学院を含む ）の学生で，第８５条 。

本学において特定の授業科目を履修することを志願する者があるときは，当該大学等との協議に基

づき，特別聴講学生として入学を許可することがある。

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は，別に定める。

（特別研究学生）

他の大学院（外国の大学院を含む ）の学生で，本学の大学院において研究指導を受ける第８６条 。

ことを志願する者があるときは，当該大学院との協議に基づき，特別研究学生として入学を許可す

ることがある。

２ 特別研究学生に関し必要な事項は，別に定める。

（研究生）

本学において特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは，大学の教第８７条

育に支障のない場合に限り，選考の上，研究生として入学を許可することがある。

２ 研究生に関し必要な事項は，別に定める。

（外国人留学生）

外国人で，大学において教育を受ける目的をもって入国し，本学に入学を志願する者があ第８８条

るときは，選考の上，外国人留学生として入学を許可することがある。

２ 外国人留学生に関し必要な事項は，別に定める。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料 [１－２]上越教育大学私学研修員，専修学校研修員，公立高等専門学校研修員，公立大学研修員

（別記様式は省略）及び教員研修センター研修員受入規程

上越教育大学私学研修員，専修学校研修員，公立高等専門学校研修員，公立大学

研修員及び教員研修センター研修員受入規程

平成16年４月１日

規 程 第 8 1 号

（趣旨）

この規程は，上越教育大学（以下「本学」という ）に私立学校，専修学校，公立高等専門第１条 。

学校，公立大学又は教員研修センターの教職員を私学研修員，専修学校研修員，公立高等専門学校

研修員，公立大学研修員又は教員研修センター研修員（以下「研修員」という ）として受け入れ。

る場合の取扱いについて必要な事項を定める。

（受入手続）

研修員の受入れは，私学研修員にあっては財団法人私学研修福祉会理事長，専修学校研修員第２条

にあっては財団法人専修学校教育振興会理事長，公立高等専門学校研修員にあっては当該研修員を

派遣しようとする学校長，公立大学研修員にあっては当該研修員を派遣しようとする大学長，教員

研修センター研修員にあっては独立行政法人教員研修センター理事長の申請に基づいて行う。

２ 前項の申請には，次の各号に掲げる書類を添付しなければならない。

(1) 研修員派遣申請書（別記第１号様式）

(2) 履歴書（写真添付）

（受入許可）

学長は，前条の手続を完了した者について，教育研究に支障のない範囲内において，教授会第３条

の議を経て受入れを許可するものとする。

（研究方法）

研修員は，本学の施設，設備及び備品（以下「施設等」という ）を利用し，本学指導教員第４条 。

の指導の下に研究に従事するものとする。

（研究期間）

研修員の研究期間は，１年とし，４月１日から翌年３月31日までとする。ただし，研究期間第５条

中において研究上の都合その他特別の事情が生じた場合には，その期間内において研究期間を６か

月又は３か月に短縮することができる。

２ 前項の規定にかかわらず，特別の事情がある場合には，研究期間を６か月又は３か月とすること

ができる。

（研究料）

研修員の研究料の額は，別に定める。第６条

２ 既納の研究料は，還付しない。

（報告書）

研修員は，研究が終了したときは，別記第２号様式の研修員終了報告書により学長に報告す第７条

るものとする。

（研究証明書の交付）

研修員がその研究期間を終了し，研究証明書の交付を受けようとするときは，学長に願い出第８条

なければならない。

２ 学長は，前項による願い出があったときは，所期の成果をあげたものと認められた者に対し，研

究証明書を交付することができる。

（損害賠償）

研修員が研究期間中において故意又は重大な過失により本学の施設等を汚損し，損傷し，又第９条

は紛失したときは，その原状回復に要する費用を弁償しなければならない。

（研究の取消）

， ，第１０条 学長は 疾病その他特別の事由により研究を継続することが不適当と認められる者に対し

教授会の議を経て研究の許可を取り消すことができる。

（細則）

この規程に定めるもののほか，研修員に関し必要な事項は，学長が別に定める。第１１条

附 則

この規程は，平成16年４月１日から施行する。

（出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 ）http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－３]上越教育大学科目等履修生規則

上越教育大学科目等履修生規則

平成16年４月１日

規 則 第 1 8 号

（趣旨）

この規則は，国立大学法人上越教育大学学則（平成16年学則第１号）第84条第２項の規定に第１条

基づき，上越教育大学（以下「本学」という ）の科目等履修生に関し必要な事項を定める。。

（入学の時期）

科目等履修生の入学の時期は，学年又は学期の始めとする。第２条

（入学資格）

学校教育学部（以下「学部」という ）の科目等履修生として入学することができる者は，第３条 。

次の各号の一に該当する者とする。

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

(3) 本学において前２号に定める者に準ずる学力があると認められる者

２ 大学院学校教育研究科（以下「大学院」という ）の科目等履修生として入学することができる。

者は，大学を卒業した者又は本学においてこれに準ずる学力があると認められる者とする。

（入学の出願）

科目等履修生として入学を志願する者は，次の各号に掲げる書類に検定料を添えて，学長に第４条

願い出なければならない。

(1) 入学願書（本学所定のもの）

(2) 履歴書

(3) 健康診断書

(4) 最終出身校の卒業証明書又は修了証明書及び成績証明書

(5) 在職中の者は，所属する機関等の長の承諾書

（入学者の選考）

前条の入学志願者については，学力検査，その他の方法により選考を行う。第５条

（入学の許可）

前条の選考の結果に基づいて合格の通知を受けた者は，所定の入学手続を行うとともに，入第６条

学料を納付しなければならない。

２ 学長は，前項の手続を完了した者に入学を許可する。

（履修期間）

履修期間は，入学を許可された年度内とする。第７条

（単位の授与）

履修した授業科目については，願い出によって試験を実施の上，合格者には所定の単位を与第８条

える。

２ 前項により授与された単位については，本人の請求により単位修得証明書を交付する。

（検定料，入学料及び授業料）

検定料，入学料及び授業料の額は，別に定める。第９条

（現職教育のため派遣される者の検定料等）

教職員で，現職教育のため任命権者の命により派遣された研究生が，科目等履修生として第１０条

入学する場合の検定料及び入学料は徴収しない。

（既納の授業料等）

既納の検定料，入学料及び授業料は，還付しない。第１１条

２ 科目等履修生が在学中に履修する授業科目の取消を認められた場合における授業料の差額は，前

項の規定にかかわらず，還付するものとする。

（実験，実習費）

実験，実習に要する費用は，科目等履修生の負担とすることができる。第１２条

（細則）

この規則に定めるもののほか，科目等履修生に関し必要な事項は，学長が別に定める。第１３条

附 則

１ この規則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日において，上越教育大学の科目等履修生である者で，施行日前に，施行

日以後引き続き科目等履修生として履修期間の延長を許可された者は，施行後の上越教育大学科目

等履修生規則を適用する。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



様式は省略）資料[１－４] 上越教育大学科目等履修生取扱細則（別記

上越教育大学科目等履修生取扱細則

平成16年４月１日

細 則 第 2 0 号

（趣旨）

， （ ） ，第１条 この細則は 上越教育大学科目等履修生規則 平成16年規則第18号 第13条の規定に基づき

科目等履修生の取扱いについて必要な事項を定める。

（出願期間）

科目等履修生として入学を志願する者（以下「志願者」という ）の出願期間は，別に定め第２条 。

る。

（入学者の選考）

入学者の選考は，志願者が履修を希望する授業科目の担当教員による書類審査及び面接（必第３条

要がある場合は，実技検査）によるものとする。

２ 学長は，前項の選考の結果に基づき，教授会の議を経て合格の決定を行う。

（履修の範囲）

科目等履修生が履修できる授業単位数は，年間28単位以内とする。第４条

２ 科目等履修生には，教育実習を行う授業科目の履修を認めないものとする。ただし，当該科目等

履修生が上越教育大学（以下「本学」という ）の大学院学生の身分を有する者は，この限りでな。

い。

（入学願書等の様式）

科目等履修生に係る入学願書，入学許可書及び単位修得証明書の様式は，別記第１号様式か第５条

ら別記第３号様式までのとおりとする。

（その他）

この細則に定めるもののほか，この細則の実施に関し必要な事項は，学長が別に定める。第６条

附 則

１ この細則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この細則の施行日の前日において，科目等履修生である者で，施行日前に，施行日以後引き続き

科目等履修生として履修期間の延長を許可された者は，上越教育大学科目等履修生取扱細則（平成

） ， 。10年細則第６号 第４条の規定にかかわらず 施行後の上越教育大学科目等履修生細則を適用する

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－５] 上越教育大学外国人留学生規則

上越教育大学外国人留学生規則

平成16年４月１日

規 則 第 2 2 号

（趣旨）

， （ 。 「 」 。）第１条 この規則は 国立大学法人上越教育大学学則 平成16年学則第１号 以下 学則 という

第88条第２項の規定に基づき，上越教育大学（以下「本学」という ）の外国人留学生に関し必要。

な事項を定める。

（種類）

本学が受入れる外国人留学生の種類は，学部学生，大学院学生，科目等履修生，特別聴講学第２条

生，特別研究学生及び研究生とする。

（入学の時期）

外国人留学生の入学の時期は，学部学生及び大学院学生にあっては学年の始めとし，科目等第３条

履修生，特別聴講学生，特別研究学生及び研究生にあっては学年又は学期の始めとする。ただし，

特別聴講学生，特別研究学生及び研究生については，特別の事情がある場合は，この限りでない。

（入学資格）

外国人留学生の入学資格は，次の各号に掲げるとおりとする。第４条

(1) 学部学生 学則第38条の規定を適用する。

(2) 大学院学生 学則第68条の規定を適用する。

(3) 科目等履修生 上越教育大学科目等履修生規則（平成16年規則第18号。以下「科目等履修生規

則」という ）第３条の規定を適用する。。

(4) 特別聴講学生 上越教育大学派遣学生及び特別聴講学生規則（平成16年規則第19号。以下「派

遣学生及び特別聴講学生規則」という ）第12条の規定を適用する。。

(5) 特別研究学生 上越教育大学派遣特別研究学生及び特別研究学生規則(平成16年規則第20号。

以下「派遣特別研究学生及び特別研究学生規則」という ）第12条の規定を適用する。。

(6) 研究生 上越教育大学研究生規則（平成16年規則第21号。以下「研究生規則」という ）第３。

条の規定を適用する。

（入学の出願）

外国人留学生として入学を志願する者は，入学願書（本学所定のもの）に所定の検定料及び第５条

別に定める書類を添えて，学長に願い出なければならない。

（入学者の選考）

前条の入学志願者については，別に定めるところにより選考を行う。第６条

（入学手続及び入学許可）

前条の選考の結果に基づいて合格の通知を受けた者は，所定の入学手続を行うとともに，入第７条

学料を納付しなければならない。

２ 学長は，前項の手続を完了した者に入学を許可する。

（授業料等の額及び徴収方法）

外国人留学生の検定料，入学料及び授業料（以下「授業料等」という ）の額並びにその徴第８条 。

収方法は，次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 学部学生及び大学院学生 学則の定めるところによる。

(2) 科目等履修生 科目等履修生規則の定めるところによる。

(3) 特別聴講学生 派遣学生及び特別聴講学生規則の定めるところによる。

(4) 特別研究学生 派遣特別研究学生及び特別研究学生規則の定めるところによる。

(5) 研究生 研究生規則の定めるところによる。

（国費外国人留学生の授業料等）

国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年３月31日文部大臣裁定）に基づく国費外国人留学第９条

生については，授業料等を徴収しない。

（大学間交流協定に基づく外国人留学生の授業料等）

大学間交流協定に基づいて入学する外国人留学生については，授業料等を徴収しない。た第１０条

だし，学部学生及び大学院学生は除くものとする。

（既納の授業料等）

既納の授業料等は，還付しない。第１１条



（規則等の適用）

外国人留学生については，この規則に定めるもののほか，学則及びその他の学内規則等第１２条

を適用する。

（細則）

この規則に定めるもののほか，外国人留学生に関し必要な事項は，学長が別に定める。第１３条

附 則

１ この規則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日において，研究生である者で，施行日前に，施行日以後引き続き研究生

として研究期間の延長を許可された者は，上越教育大学研究生規則（昭和58年規則第９号）及び上

越教育大学外国人留学生規則（平成２年規則第１号）の規定にかかわらず，この規則の施行日にお

いて，本学の研究生となる。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－６] 本学において取得することができる教育職員免許状の種類

（抜粋）国立大学法人上越教育大学学則

平成16年４月１日

学 則 第 １ 号

（資格の取得）

学部において取得することができる教員の免許状の種類は，次のとおりとする。第６０条

小学校教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状（国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，保健，技術，家庭，

英語）

高等学校教諭一種免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，保健体育，

保健，家庭，英語）

幼稚園教諭一種免許状

２ 前項の免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭和24年法律第147号）及び教育職員

免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める所要の単位を修得しなければならない。

３ 第１項の免許状のうち，小学校又は中学校の教員の普通免許状を取得しようとする者は，小学校

及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律（平成９年法律第

90号）及び小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律

施行規則（平成９年文部省令第40号）に定める介護等の体験を行わなければならない。

（資格の取得）

大学院学校教育研究科において取得することができる教員の免許状の種類は，次のとおり第８１条

とする。

(1) 学校教育専攻

小学校教諭専修免許状

（ ， ， ， ， ， ， ， ， ， ，中学校教諭専修免許状 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保健体育 保健 技術 家庭

職業，職業指導，英語，ドイツ語，フランス語，宗教）

高等学校教諭専修免許状（国語，地理歴史，公民，数学，理科，音楽，美術，工芸，書道，保

健体育，保健，看護，家庭，情報，農業，工業，商業，水産，福祉，商船，職業指導，英語，

ドイツ語，フランス語，宗教）

幼稚園教諭専修免許状

(2) 幼児教育専攻

小学校教諭専修免許状

幼稚園教諭専修免許状

(3) 障害児教育専攻

盲学校教諭専修免許状

盲学校教諭一種免許状

聾学校教諭専修免許状
ろう

聾学校教諭一種免許状
ろう

養護学校教諭専修免許状

養護学校教諭一種免許状

(4) 教科・領域教育専攻

小学校教諭専修免許状

（ ， ， ， ， ， ， ， ， ， ，中学校教諭専修免許状 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保健体育 保健 技術 家庭

英語）

（ ， ， ， ， ， ， ， ， ，高等学校教諭専修免許状 国語 地理歴史 公民 数学 理科 音楽 美術 工芸 保健体育

保健，家庭，工業，英語）

幼稚園教諭専修免許状

２ 前項の免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則に定める所

要の単位を修得しなければならない。

（準用）

第37条，第39条から第41条まで，第43条第３項及び第４項，第45条第１項，第46条本文，第８２条

， ， ， ， ， 。第50条 第51条 第53条 第54条 第56条及び第61条から第63条までの規定は 大学院に準用する

この場合において 「第36条に定める在学年限に算入し，第34条に定める修業年限に算入しない 」， 。

とあるのは「第67条に定める在学年限に算入し，第66条に定める標準修業年限に算入しない 」と。

読み替えるものとする。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料 [１－７ 上越教育大学研究生規則]

○上越教育大学研究生規則

平成16年４月１日

規 則 第 2 1 号

上越教育大学研究生規則

（趣旨）

， （ 。 「 」 。）第１条 この規則は 国立大学法人上越教育大学学則 平成16年学則第１号 以下 学則 という

第87条第２項の規定に基づき，上越教育大学（以下「本学」という ）の研究生に関し必要な事項。

を定める。

（入学の時期）

研究生の入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場合は，こ第２条

の限りでない。

（入学資格）

研究生として入学することができる者は，大学を卒業した者又は本学においてこれに準ずる第３条

学力があると認められる者とする。

（入学の出願）

研究生として入学を志願する者は，次の各号に掲げる書類に検定料を添えて，学長に願い出第４条

なければならない。

(1) 入学願書（本学所定のもの）

(2) 履歴書

(3) 健康診断書

(4) 最終出身校の卒業証明書又は修了証明書及び成績証明書

(5) 在職中の者は，所属する機関等の長の承諾書

２ 前項の規定にかかわらず，現職教育のため任命権者の命により派遣される教職員については，前

項第４号及び第５号に掲げる書類に代えて，任命権者の推薦書を提出するものとする。

（入学者の選考）

前条の入学志願者については，研究発表その他の業績等を審査して選考を行う。第５条

（入学の許可）

前条の選考の結果に基づいて合格の通知を受けた者は，所定の入学手続を行うとともに，入第６条

学料を納付しなければならない。

２ 学長は，前項の手続を完了した者に入学を許可する。

（研究期間）

研究期間は，１年以内とする。ただし，国費外国人留学生及び外国政府派遣留学生の研究期第７条

間は，２年以内とする。

２ 引き続き研究を希望する者は，通算２年の範囲内で，許可を得て研究期間を延長することができ

る。

（指導教員等）

学長は，研究課題に応じて，研究生の指導教員を指定する。第８条

２ 研究生は，特定の研究課題について指導教員の指導を受けるほか，指導教員及び授業担当教員の

承認を得て，当該研究に関連のある授業を履修することができる。ただし，単位を修得することは

できない。

３ 研究生は，指導教員及び各施設管理者の承認を得て，学内の諸施設及び諸設備を使用することが

できる。

， ， 。４ 研究生が 単位を修得しようとするときは 併せて科目等履修生として入学しなければならない

（研究の修了）

研究生が所定の期間在学し，研究を修了したときは，研究成果の概要等を記載した研究修了第９条

届を，指導教員を経て，学長に提出しなければならない。

２ 学長は，研究修了者に対し，本人の請求により研究証明書を交付することができる。



（検定料，入学料及び授業料）

検定料，入学料及び授業料の額は，別に定める。第１０条

（大学間交流協定に基づく外国人留学生の授業料等）

大学間交流協定に基づいて入学する外国人留学生については，検定料，入学料及び授業料第１１条

を徴収しない。

（現職教育のために派遣される者の授業料等）

現職教育のため，任命権者の命により派遣される教職員については，検定料，入学料及び第１２条

授業料を徴収しない。

（既納の授業料等）

既納の検定料，入学料及び授業料は，還付しない。第１３条

２ 研究生が在学中に研究期間の短縮を認められた場合における授業料の差額（月の途中で認められ

た場合はその月を含めない ）は，前項の規定にかかわらず，還付するものとする。。

（実験・実習費）

実験・実習に要する費用は，研究生の負担とすることができる。第１４条

（細則）

この規則に定めるもののほか，研究生に関し必要な事項は，学長が別に定める。第１５条

附 則

１ この規則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日において，研究生である者で，施行日前に，施行日以後引き続き研究生

として研究期間を許可された者は，施行後の上越教育大学研究生規則を適用する。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－８] 上越教育大学研究生取扱細則（別記様式は省略）

取扱細則○上越教育大学研究生

平成16年４月１日

細 則 第 2 3 号

上越教育大学研究生取扱細則

（趣旨）

この細則は，上越教育大学研究生規則（平成16年規則第21号。以下「規則」という ）第15第１条 。

条の規定に基づき，研究生の取扱いについて必要な事項を定める。

（入学の時期）

規則第２条ただし書に定める「特別の事情がある場合」とは，現職教育のため任命権者から第２条

派遣される者及び外国人留学生が入学する場合をいう。

（出願期間等）

研究生として入学を志願する者（以下「志願者」という ）の出願期間は，別に定める。た第３条 。

だし，現職教育のため任命権者から派遣される者及び外国人留学生が出願する場合にあっては，こ

の限りでない。

２ 志願者は，出願前に研究指導を希望する教員（以下「研究指導予定教員」という ）の内諾を得。

るものとする。

（入学者の選考）

， （ ， ）第４条 入学者の選考は 研究指導予定教員による書類審査 必要がある場合は 面接又は実技検査

によるものとする。

２ 学長は，前項の選考の結果に基づき，教授会の議を経て合格の決定を行う。

（研究期間の延長）

研究期間の延長を希望する者は，研究期間延長願を提出するものとし，在職中の者にあって第５条

は，所属する機関等の長の承諾書を併せて提出するものとする。

（入学願書等の様式）

研究生に係る入学願書，入学許可書，研究期間延長願，研究期間延長許可書，研究修了届及第６条

び研究証明書の様式は，別記第１号様式から別記第６号様式までのとおりとする。

（その他）

この細則に定めるもののほか，この細則の実施に関し必要な事項は，学長が別に定める。第７条

附 則

１ この細則は，平成16年４月１日から施行する。

２ この細則の施行日の前日において，研究生である者で，施行日前に，施行日以後引き続き研究生

として研究期間を許可された者は，上越教育大学研究生取扱細則（平成10年細則第９号）の規定に

かかわらず，施行後の上越教育大学研究生細則を適用する。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－９] 上越教育大学派遣学生及び特別聴講学生規則

上越教育大学派遣学生及び特別聴講学生規則

平成16年４月１日

規 則 第 1 9 号

総則第１章

（趣旨）

， （ 。 「 」 。）第１条 この規則は 国立大学法人上越教育大学学則 平成16年学則第１号 以下 学則 という

， ， ， ， （ ，第47条 第55条 第72条及び第77条の規定に基づき 他の大学 短期大学又は大学院 外国の大学

短期大学又は大学院を含む。以下「他大学等」という ）において授業科目を履修しようとする者。

（以下「派遣学生」という ）及び学則第85条２項の規定に基づき，他大学等の学生で，上越教育。

大学（以下「本学」という ）の授業科目を履修しようとする者（以下「特別聴講学生」という ）。 。

に関し必要な事項を定める。

（他大学等との協議）

学則第47条，第72条及び第85条に規定する本学と他大学等との協議は，次の各号に掲げる事第２条

項について，教授会の議を経て，学長が行う。ただし，やむを得ない事情により，外国の大学，短

期大学又は大学院（以下「外国の大学等」という ）と事前の協議を行うことが困難な場合には，。

これを欠くことができる。

(1) 授業科目の範囲

(2) 学生数

(3) 単位の認定方法

(4) 履修期間

(5) その他必要な事項

派遣学生第２章

（派遣の出願）

派遣学生として他大学等の授業科目を履修しようとする者は，別に定める派遣学生願をクラ第３条

ス担当教員又は専門セミナー担当教員の同意を得て，学長に提出しなければならない。

（派遣の許可）

学長は，第２条に規定する協議の結果に基づき，派遣を許可する。第４条

（派遣の期間）

他大学等における履修期間は，入学を許可された年度内とする。ただし，やむを得ない事情第５条

があると認められるときは，他大学等との協議に基づき，学長は，通算２年の範囲内で，履修期間

の延長を許可することができる。

２ 前項ただし書の規定にかかわらず，学部３年次生及び４年次生並びに大学院学生の履修期間は，

１年以内とする。

（修業年限等及び在学年限の取扱い）

派遣学生としての履修期間は，学則第34条又は第66条に規定する修業年限又は標準修業年限第６条

及び学則第36条又は第67条に規定する在学年限に算入する。

（履修報告書等の提出）

派遣学生は，他大学等における履修が終了したときは，直ちに（外国の大学等で履修した者第７条

にあっては，帰国の日から１月以内）派遣学生履修報告書及び他大学等の長が交付する学業成績証

明書を，学長に提出しなければならない。

（単位の認定）

派遣学生が他大学等において履修により修得した単位は，前条に規定する派遣学生履修報告第８条

書及び学業成績証明書に基づき，学則第47条及び第72条の規定により，本学において修得したもの

とみなすことができる。

（授業料）

派遣学生は，他大学等において履修している期間中も，本学の学生としての授業料を納付す第９条

るものとする。

（派遣許可の取消し）

学長は，派遣学生が次の各号の一に該当するときは，教授会の議を経て，当該他大学等と第１０条

協議の上，派遣の許可を取り消すことができる。

(1) 履修の見込みがないと認められるとき。

， 。(2) 本学又は当該他大学等の規則等に違反し 又はその本分に反する行為があると認められるとき

(3) その他派遣の趣旨に反する行為等があると認められるとき。

特別聴講学生第３章

（入学の時期）

特別聴講学生の入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場第１１条



合は，この限りでない。

（入学資格）

特別聴講学生の入学資格は，他大学等に在学する者で，本学と所属する他大学等との協議第１２条

に基づき，特定の授業科目の聴講が教育上有益と認められるものとする。

（入学の出願）

特別聴講学生として入学を志願する者は，次の各号に掲げる書類を所属する他大学等を通第１３条

じて，学長に願い出なければならない。

(1) 入学願書（本学所定のもの）

(2) 健康診断書

(3) 所属する他大学等の成績証明書

(4) 所属する他大学等の長の推薦書

（入学の許可）

学長は，第２条に規定する協議の結果に基づき，入学を許可する。第１４条

（履修期間）

履修期間は，学生の所属する他大学等との協議に基づく期間とする。第１５条

（単位の授与）

履修した授業科目については，願い出によって試験を実施の上，合格者には所定の単位を第１６条

与える。

２ 前項により授与された単位については，本人の請求により単位修得証明書を交付する。

（検定料，入学料及び授業料）

特別聴講学生に係る検定料及び入学料は，徴収しない。第１７条

２ 授業料については，特別聴講学生が国立の大学，短期大学又は大学院の学生であるときは，徴収

， ， 。しないものとし 公立又は私立の大学等の学生であるときは 別に定める額を徴収するものとする

３ 特別聴講学生が公立又は私立の大学等の学生で，大学間相互単位互換協定に基づいて入学すると

きの授業料については，前項の規定にかかわらず，徴収しない。

４ 特別聴講学生の授業料は，入学を許可された学年又は学期の始めの月に入学を許可された当該年

度内の授業料の額の総額を徴収するものとする。

（大学間交流協定に基づく外国人留学生の授業料等）

大学間交流協定に基づいて入学する外国人留学生については，検定料，入学料及び授業料第１８条

を徴収しない。

（既納の授業料）

既納の授業料は，還付しない。第１９条

２ 特別聴講学生が在学中に履修する授業科目の取消を認められた場合における授業料の差額は，前

項の規定にかかわらず，還付するものとする。

（実験・実習費）

実験・実習に要する費用は，特別聴講学生の負担とすることができる。第２０条

（受入許可の取消し）

学長は，特別聴講学生が次の各号の一に該当するときは，教授会の議を経て，当該他大学第２１条

等と協議の上，受入れの許可を取り消すことができる。

(1) 履修の見込みがないと認められるとき。

(2) 本学の規則等に違反し，又はその本分に反する行為があると認められるとき。

(3) その他受入れの趣旨に反する行為等があると認められるとき。

雑則第４章

（細則）

この規則に定めるもののほか，派遣学生及び特別聴講学生に関し必要な事項は，学長が別第２２条

に定める。

附 則

この規則は，平成16年４月１日から施行する。

（出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 ）http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－10] 上越教育大学派遣学生及び特別聴講学生取扱細則 （別記様式は省略）

上越教育大学派遣学生及び特別聴講学生取扱細則

平成16年４月１日

細 則 第 2 1 号

総則第１章

（趣旨）

この細則は，上越教育大学派遣学生及び特別聴講学生規則（平成16年規則第19号。以下「規第１条

則」という ）第22条の規定に基づき，派遣学生及び特別聴講学生の取扱いについて必要な事項を。

定める。ただし，申請，報告等の取扱い及び書式については，他大学等の定めがある場合は，それ

によることができるものとする。

派遣学生第２章

（派遣の出願期間）

派遣学生として出願を希望する者の出願期間は，他大学等の定める期間とする。第２条

（派遣の出願書類の様式）

派遣学生に係る派遣学生願の様式は，別記第１号様式のとおりとする。第３条

（派遣の許可）

学長は，教授会の議を経て派遣を許可する。第４条

（履修報告書の様式）

派遣学生の他大学等における履修の終了に係る履修報告書は，別記第２号様式のとおりとす第５条

る。

特別聴講学生第３章

（入学の時期）

規則第11条ただし書に定める「特別の事情がある場合」とは，大学間交流協定に基づく外国第６条

人留学生を受け入れる場合等をいう。

（出願期間）

特別聴講学生として入学を志願する者（以下「志願者」という ）の出願期間は，別に定め第７条 。

る。

（入学の許可）

入学の許可に当たっては，志願者が聴講を希望する授業科目の担当教員による書類審査（必第８条

要がある場合は，面接又は実技検査）を行うものとする。

２ 学長は，前項の審査の結果に基づき，教授会の議を経て入学を許可する。

（聴講の範囲）

特別聴講学生には，教育実習を行う授業科目の履修を認めないものとする。第９条

（入学願書等の様式）

特別聴講学生に係る入学願書，入学許可書及び単位修得証明書の様式は，別記第３号様式第１０条

から別記第５号様式までのとおりとする。

（その他）

この細則に定めるもののほか，この細則の実施に関し必要な事項は，学長が別に定める。第１１条

附 則

この細則は，平成16年４月１日から施行する。

（出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 ）http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－11] 上越教育大学派遣特別研究学生及び特別研究学生規則

上越教育大学派遣特別研究学生及び特別研究学生規則

平成16年４月１日

規 則 第 2 0 号

総則第１章

（趣旨）

， （ 。 「 」 。）第１条 この規則は 国立大学法人上越教育大学学則 平成16年学則第１号 以下 学則 という

第73条の規定に基づき，他の大学院又は研究所等（外国の大学院等を含む。以下「他大学院等」と

いう ）において研究指導を受けようとする者（以下「派遣特別研究学生」という ）及び学則第。 。

86条第２項の規定に基づき，他の大学院（外国の大学院を含む。以下同じ ）の学生で，上越教育。

大学（以下「本学」という ）の大学院において研究指導を受けようとする者（以下「特別研究学。

生」という ）に関し必要な事項を定める。。

（他大学院等との協議）

学則第73条及び第86条に規定する本学と他大学院等との協議は，研究指導計画その他これに第２条

関連する必要事項について，教授会の議を経て，学長が行う。

派遣特別研究学生第２章

（派遣の出願）

派遣特別研究学生として他大学院等の研究指導を受けようとする者は，次の各号に掲げる書第３条

類を指導教員の同意を得て，学長に提出しなければならない。

(1) 派遣特別研究学生願（本学所定のもの）

(2) 派遣特別研究学生略歴（本学所定のもの）

(3) 派遣先担当教員（担当者）略歴及び研究業績概要（本学所定のもの）

（派遣の許可）

学長は，第２条に規定する協議の結果に基づき，派遣を許可する。第４条

（派遣の期間）

他大学院等において研究指導を受ける期間は，１年以内とする。第５条

（在学期間の取扱い）

派遣特別研究学生として研究指導を受けた期間は，本学の在学期間に含めるものとする。第６条

（研究終了報告書等の提出）

派遣特別研究学生は，他大学院等における研究指導が終了したときは，直ちに（外国の大学第７条

院等で研究した者にあっては，帰国の日から１月以内）派遣特別研究学生研究終了報告書及び他大

学院等の長が交付する派遣特別研究学生研究指導報告書を，学長に提出しなければならない。

（研究指導の認定）

派遣特別研究学生が他大学院等において受けた研究指導は，前条に規定する派遣特別研究学第８条

生研究終了報告書及び派遣特別研究学生研究指導報告書により，本学における課程の修了に必要な

研究指導の一部として認定することができる。

（授業料）

派遣特別研究学生は，他大学院等で研究指導を受けている期間中も，本学の学生としての授第９条

業料を納付するものとする。

（派遣の許可の取消し）

学長は，派遣特別研究学生が次の各号の一に該当するときは，教授会の議を経て，当該他第１０条

大学院等との協議の上，派遣の許可を取り消すことができる。

(1) 研究指導計画の完了の見込みがないと認められるとき。

(2) 本学又は当該他大学院等の規則等に違反し，又はその本分に反する行為があると認められると

き。

(3) その他派遣の趣旨に反する行為があると認められるとき。

特別研究学生第３章

（入学の時期）

特別研究学生の入学の時期は，学年又は学期の始めとする。ただし，特別の事情がある場第１１条

合は，この限りでない。

（入学資格）

， ， ，第１２条 特別研究学生の入学資格は 他の大学院に在学する者で 第２条に規定する協議に基づき

研究指導を受けることが教育上有益と認められるものとする。



（入学の出願）

特別研究学生として入学を志願する者は，次の各号に掲げる書類を所属する大学院を通じ第１３条

て，学長に提出しなければならない。

(1) 入学願書（本学所定のもの）

(2) 健康診断書

(3) 所属する大学院の成績証明書

(4) 所属する大学院の長の推薦書

（入学の許可）

学長は，第２条に規定する協議の結果に基づき，入学を許可する。第１４条

（研究指導期間）

研究指導を受ける期間は，１年以内とする。第１５条

（指導教員等）

学長は，研究課題に応じて，特別研究学生の指導教員を指定する。第１６条

２ 特別研究学生は，特定の研究課題について指導教員の指導を受けるほか，指導教員及び授業担当

教員の承認を得て，当該研究に関連のある授業を履修することができる。ただし，単位を修得する

ことはできない。

３ 特別研究学生は，指導教員及び各施設管理者の承認を得て，学内の諸施設及び諸設備を使用する

ことができる。

（研究指導の終了）

特別研究学生が所定の期間在学し，研究を終了したときは，研究成果の概要等を記載した第１７条

特別研究学生研究終了報告書を，指導教員を経て，学長に提出しなければならない。

２ 学長は，前項の報告に基づき，特別研究学生研究指導報告書を交付する。

， ， 。３ 学長は 研究終了者に対し 本人の請求により特別研究学生研究証明書を交付することができる

（検定料，入学料及び授業料）

特別研究学生に係る検定料及び入学料は，徴収しない。第１８条

２ 授業料については，特別研究学生が国立の大学院の学生であるときは，徴収しないものとし，公

立又は私立の大学院の学生であるときは，別に定める額を徴収するものとする。

３ 特別研究学生が公立又は私立の大学院の学生で，大学間特別研究学生交流協定に基づいて入学す

るときの授業料については，前項の規定にかかわらず，徴収しない。

４ 特別研究学生の授業料は，入学を許可された日に属する月に入学を許可された研究期間の授業料

の総額を徴収するものとする。

（大学間交流協定に基づく外国人留学生の授業料等）

大学間交流協定に基づいて入学する外国人留学生については，検定料，入学料及び授業料第１９条

を徴収しない。

（既納の授業料）

既納の授業料は，還付しない。第２０条

２ 特別研究学生が在学中に研究期間の短縮を認められた場合における授業料の差額（月の途中で認

められた場合はその月を含まない ）は，前項の規定にかかわらず，還付するものとする。。

（実験・実習費）

実験・実習に要する費用は，特別研究学生の負担とすることができる。第２１条

（受入許可の取消し）

学長は，特別研究学生が次の各号の一に該当するときは，教授会の議を経て，当該他大学第２２条

院等との協議の上，受入れの許可を取り消すことができる。

(1) 研究指導計画の完了の見込みがないと認められるとき。

(2) 本学の規則等に違反し，又はその本分に反する行為があると認められるとき。

(3) その他受入れの趣旨に反する行為があると認められるとき。

雑則第４章

（細則）

この規則に定めるもののほか，派遣特別研究学生及び特別研究学生に関し必要な事項は，第２３条

学長が別に定める。

附 則

この規則は，平成16年４月１日から施行する。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－12] 上越教育大学派遣特別研究学生及び特別研究学生取扱細則 （別記様式は省略）

上越教育大学派遣特別研究学生及び特別研究学生取扱細則

平成16年４月１日

細 則 第 2 2 号

総則第１章

（趣旨）

この細則は，上越教育大学派遣特別研究学生及び特別研究学生規則（平成16年規則第20号。第１条

以下「規則」という ）第23条の規定に基づき，派遣特別研究学生及び特別研究学生の取扱いにつ。

いて必要な事項を定める。ただし，申請，報告等の取扱い又は書式については，他大学院等の定め

がある場合は，それによることができるものとする。

派遣特別研究学生第２章

（派遣の出願期間）

， ，第２条 派遣特別研究学生として出願を希望する者の出願期間は別に定めず 指導教員の同意を得て

学長に願い出を行った時期とする。

（派遣の出願書類の様式）

派遣特別研究学生に係る派遣特別研究学生願，派遣特別研究学生略歴，派遣先担当教員（担第３条

当者）略歴及び研究業績概要の様式は，別記第１号様式から別記第３号様式までのとおりとする。

（派遣の許可）

学長は，教授会の議を経て派遣を許可する。第４条

（研究終了報告書等の様式）

派遣特別研究学生が他大学院等における研究指導終了に係る研究終了報告書及び研究指導報第５条

告書の様式は，別記第４号様式及び別記第５号様式のとおりとする。

特別研究学生第３章

（入学の時期）

規則第11条ただし書に定める「特別の事情がある場合」とは，大学間交流協定に基づく外国第６条

人留学生を受け入れる場合等をいう。

（出願期間等）

特別研究学生として入学を志願する者（以下「志願者」という ）の出願期間は，別に定め第７条 。

る。

２ 志願者は，出願前に研究指導を希望する教員（以下「研究指導予定教員」という ）の内諾を得。

るものとする。

（入学の許可）

入学の許可に当たっては，研究指導予定教員による書類審査（必要がある場合は，面接又は第８条

実技検査）を行うものとする。

２ 学長は，前項の審査の結果に基づき，教授会の議を経て入学を許可する。

（入学願書等の様式）

特別研究学生に係る入学願書，入学許可書，研究終了報告書，研究指導報告書及び研究証明第９条

書の様式は，別記第６号様式から別記第10号様式までのとおりとする。

（その他）

この細則に定めるもののほか，この細則の実施に関し必要な事項は，学長が別に定める。第１０条

附 則

この細則は，平成16年４月１日から施行する。

（ ）出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－13] 募集案内（上越教育大学 の科目等履修生・研究生のページ）HP

）(出典：上越教育大学HP 科目等履修生・研究生 http://www.juen.ac.jp/contents/gsoe/kamoku/index.html



資料[１－14] 上越教育大学ホームページのシラバスページ

(出典：上越教育大学HP シラバス ）http://www.juen.ac.jp/contents/coe/syllabus/page.html



資料[１－15] 上越教育大学事務局事務分掌細則（抜粋） 第3章学務部教育支援課

○上越教育大学事務局事務分掌細則（抜粋）

平成16年４月１日

細 則 第 ２ 号

改正 平成17年３月31日細則第５号

（教育支援課）

教育支援課に，その課の事務を分掌させるため，次の５係を置く。第８条

(1) 教務企画係

(2) 教務支援係

(3) 教務情報係

(4) 教育実習係

(5) 留学生係

２ 教務企画係においては，次の事務をつかさどる。

(1) 学務部の教務に関し，連絡調整すること。

(2) 講義室の管理及び使用計画に関すること。

(3) 教務関連事項の改善・実施に関すること。

(4) 教育改革推進の調査及び資料収集に関すること。

(5) 学位に関すること。

(6) 授業評価に関すること。

(7) 教育方法の改善に関すること。

(8) スペース・コラボレーション・システムに関すること。

(9) 連合研究科の事務に関し，総括し，連絡調整すること。

(10)その他課の所掌事務で他の係に属しない事項に関すること。

３ 教務支援係においては，次の事務をつかさどる。

(1) 教育課程の見直し・改善に関すること。

(2) 教育課程の編成に関すること。

(3) 授業計画及びその実施に関すること。

(4) 学生の修学指導に関すること。

(5) 教育職員免許法に基づく教員の免許状に関すること。

４ 教務情報係においては，次の事務をつかさどる。

(1) 学生の入学手続に関すること。

(2) 学生の退学，転学，休学，復学及び卒業・修了等学籍の異動に関すること。

(3) 学生の学業成績の整理及び記録に関すること。

(4) 学生の教務に係る諸証明に関すること。

(5) 科目等履修生，特別聴講学生，派遣特別研究学生，特別研究学生及び研究生の受入れ等に関すること。

(6) 教務事務システムの運用に関すること。

５ 教育実習係においては，次の事務をつかさどる。

(1) 教育実習の実施に関すること。

(2) 教育実習生と教育実習協力校との連絡調整に関すること。

(3) 教育実習協力校会議に関すること。

(4) 教育実習連絡会に関すること。

(5) 介護等体験等の実施に関すること。

(6) 介護等体験生と実施施設との連絡調整に関すること。

(7) 博物館等実習の実施に関すること。

(8) 博物館等実習生と博物館等との連絡調整に関すること。

(9) フレンドシップ事業に関すること。

６ 留学生係においては，次の事務をつかさどる。

(1) 外国人留学生の受入れに関すること。

(2) 外国人留学生の修学及び生活支援に関すること。

(3) 外国人留学生の各種奨学金に関すること。

(4) 外国人留学生の交流事業に関すること。

(5) 外国人留学生の研修プログラムに関すること。

(6) 学生の海外留学に関すること。

(7) 短期留学推進制度に関すること。

(8) 海外教育（特別）研究の実施に関すること。

（出典：国立大学法人上越教育大学 規則集 ）http://www.juen.ac.jp/kisokusyu/index.htm



資料[１－16] 平成１７年度 「学生生活 （学生相談、 ）」 pp.45-46,pp.124-125









資料[１－17] 意見箱の設置及び取り扱いについて、及び、意見箱投書に対する流れ図





資料[１－18] 上越教育大学ホームページのオフィスアワーページ

）(出典：上越教育大学HP 学生相談・オフィスアワー http://www.juen.ac.jp/contents/life/life/consul/index.html



資料[１－19] 科目等履修生受け入れ状況

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率
学部 25 43.9% 20 35.1% 2 3.5% 10 17.5% 57
大学院 2 50.0% 2 50.0% 4
学部 33 56.9% 12 20.7% 13 22.4% 58
大学院 2 40.0% 3 60.0% 5
学部 36 65.5% 13 23.6% 1 1.8% 5 9.1% 55
大学院 1 50.0% 1 50.0% 2
学部 26 54.2% 17 35.4% 5 10.4% 48
大学院 3 75.0% 1 25.0% 4
学部 26 50.0% 20 38.5% 6 11.5% 52
大学院 2 50.0% 2 50.0% 4

総履修 平均履修 総履修 平均履修
科目数 科目数 単位数 単位数

学部 57 337 5.9 652 11.4
大学院 4 7 1.8 14 3.5
学部 58 352 6.1 711 12.3
大学院 5 13 2.6 28 5.6
学部 55 196 3.6 388 7.1
大学院 2 4 2.0 8 4.0
学部 48 172 3.6 327 6.8
大学院 4 12 3.0 24 6.0
学部 52 223 4.3 414 8.0
大学院 4 10 2.5 20 5.0

人数 比率 人数 比率 人数 比率
学部 48 81.4% 6 10.2% 5 8.5% 59
大学院 1 25.0% 3 75.0% 4
学部 48 81.4% 4 6.8% 7 11.9% 59
大学院 2 40.0% 3 60.0% 5
学部 51 91.1% 4 7.1% 1 1.8% 56
大学院 1 50.0% 1 50.0% 2
学部 43 87.8% 5 10.2% 1 2.0% 49
大学院 3 75.0% 1 25.0% 4
学部 46 86.8% 4 7.5% 3 5.7% 53
大学院 1 25.0% 3 75.0% 4

d)単位修得状況

学部 352 336 330 98.2%
大学院 13 13 13 100.0%
学部 197 186 183 98.4%
大学院 4 4 4 100.0%

評価
対象数

単位
修得率

合格数

平成16年度

平成15年度

年　　度 区　　分
総履修
科目数

平成14年度

人数計

人　数

大学院学生 大学院学生（現職） 現職教員

平成14年度

科目等履修生受入れ状況

a)年度別

c)入学目的別

平成13年度

平成17年度

平成16年度

平成15年度

その他

平成15年度

平成13年度

※　学部において，教員免許と資格の両方を取得希望する者：
　　 平成17年度２人，平成16年度１人，平成15年度１人，平成14年度１人，平成13年度１人

平成13年度

教員免許状取得 資格取得
年　　度 区　分

平成17年度

平成16年度

平成15年度

計

年　　度 区　分

b)履修科目・履修単位

その他(生涯学習等)

年　　度 区　　分

平成17年度

平成14年度

平成16年度



資料[１－20] 現職教員以外の研究生の受け入れ状況

人数 比率 人数 比率 人数 比率
平成17年度 13 37.1% 4 11.4% 18 51.4% 35
平成16年度 9 31.0% 3 10.3% 17 58.6% 29
平成15年度 16 43.2% 2 5.4% 19 51.4% 37
平成14年度 10 26.3% 5 13.2% 23 60.5% 38
平成13年度 11 32.4% 7 20.6% 16 47.1% 34
※　平成１７年度は，９月１日現在のものである。
※　年度をまたがる場合（外国人留学生，研究期間延長）は，各年度にカウントしている。

内地 一般 外国 内地 一般 外国 内地 一般 外国 内地 一般 外国 内地 一般 外国
学習臨床 3 1 2 3 2 2 8 4 3 3
生徒指導総合 2 1 1 1 2 2 2
心理臨床 3 1 1 3 4 1 2 1 3
幼児教育 1 1 1
障害児教育 5 1 2 5 1 6 5 1 3
国　　語 1 1 1 4 4 2 1
英　　語 1 1
社　　会 2 8 1 5 1 4 1 4 3
数　　学
理　　科 1 1 1
音　　楽 1 1 2 1
美　　術 1 1 1 1 2 1 2 2
保健体育 1 1 1 2
技　　術 2 3 4
家　　庭 1 1

合　　　計 13 4 18 9 3 17 16 2 19 10 5 23 11 7 16

平成14年度 平成13年度

研究生受入れ状況

b)分野別

a)年度別

分　　　野

人数
計

年　　度
内地留学 一　　般 外国人留学生

平成17年度 平成16年度 平成15年度



年度 区分 分野 研究課題
17 外国 学習臨床 台湾日本語学習者と日本人の読解能力の差異についての考察
17 外国 学習臨床 東アジアにおいての大衆文化の生成のメカニズム
17 外国 学習臨床 異文化教育に関する中日比較研究
17 外国 生徒指導総合 国際化の観点から見た中国における高級中学校教科書の動向

17 一般 心理臨床
特別支援教育における，保護者と学校関係者の協働を促進する効果的な個別教育支援計画の
立案とその過程の研究

17 外国 心理臨床 行動療法と気功によるストレス・マネージメント効果の日中比較
17 外国 障害児教育 障害児教育に関する研究
17 外国 障害児教育 障害児教育に関する研究
17 外国 国語 職業高校における日本語の授業
17 一般 社会 博物館の機能と資料の扱われ方
17 一般 社会 原始佛教及教典についての研究
17 外国 社会 中国深・市における産業構造 ～貿易構造に関する研究～
17 外国 社会 日本の都道府県別の産業経済の特色に関する分析
17 外国 社会 日本と内モンゴルの初等教育の比較研究
17 外国 社会 中国内モンゴル自治区の砂漠化に伴う水利用及び環境の変化－東部の通遼市を中心に－
17 外国 社会 ナルスの対中国輸入戦略
17 外国 社会 産業における地域的相違・特色の分析
17 外国 社会 地域産業立地についての研究
17 外国 社会 中国における中学校環境教育現状に関する研究－日中における中学校環境教育現状の比較
17 外国 家庭 社会老年学に関する研究
16 外国 学習臨床 学校教育の教育方法臨床分野に関する研究
16 外国 生徒指導総 日中学校経営の思想と構造に関する比較研究
16 外国 障害児教育 障害児教育に関する研究
16 外国 国語 職業高校における日本語教育
16 外国 国語 職業高校における日本語の授業
16 外国 国語 日本語の表現の特性と文化的背景，および中国語表現との比較。
16 外国 国語 日本語教育と語学能力
16 一般 社会 socio-cultural context における子どもの発達理解に関する研究
16 外国 社会 中国の内陸部開発政策の現状と課題 －四川省経済開発を中心に－
16 外国 社会 中国と日本におけるクロポトキン思想の受容の比較
16 外国 社会 中国深・市における産業構造 ～貿易構造に関する研究～
16 外国 社会 宗教学的視点から見た日本の地域社会
16 外国 社会 日本の都道府県別の産業経済の特色に関する分析
16 外国 理科 理科教育課程の韓日比較研究 -小学校段階を中心として-
16 一般 音楽 日本の音を用いた音楽療法の実践
16 外国 音楽 内モンゴルの語り物についての音楽的分析

16 一般 美術
・日本画の歴史・技法・素材。また，現代の日本画表現の可能性について
・造形表現として，またコミュニケーションとしての美術教材の指導法

16 外国 美術 日本と中国の中学校美術教育のあり方に関する比較研究
16 外国 技術 中日の木材加工技術とその教育に関する比較研究
16 外国 技術 中国の少数民族における技術科教育の現状と課題
15 外国 学習臨床 コンピュータと遠隔教育についての基礎的研究
15 外国 学習臨床 古代日韓関係史
15 外国 学習臨床 インドネシアと日本の教育方法理論に関する比較的研究
15 外国 生徒指導総合 教師の時間意識と学校の時間構造が教師の行動に与える影響における日本と中国の比較
15 外国 生徒指導総合 分権改革下の教育マネジメントに関する研究
15 一般 心理臨床 児童生徒の学校場面における過緊張行動への心理的援助方法に関する研究
15 外国 幼児教育 幼稚園児のトラブル解決における保育者の関与
15 外国 国語 日本語教育と語学能力
15 外国 国語 日本現代文学について－村上春樹の作品を中心として－
15 外国 国語 職業高校における日本語教育
15 外国 国語 職業高校における日本語の授業
15 外国 英語 外国語の指導方法とその評価
15 外国 社会 中国と日本の経済交流及び企業経営について
15 外国 社会 中等学校における社会科教育に関する日本とミャンマーの国際比較研究
15 外国 社会 日中の地域経済交流に関する調査研究－上越地域の中国進出企業分析を中心に－
15 外国 社会 日本文化に及ぼす中国文化の影響
15 外国 音楽 モンゴル民族音楽と日本民族音楽の比較研究
15 外国 音楽 子どもの音楽教育における方法論について
15 一般 美術 日本画の制作上の諸問題について，構成，色彩の面で研究を深めたい
15 外国 美術 デザイン教育に関する基礎的研究
15 外国 美術 日本と中国の中学校美術教育のあり方に関する比較研究
14 一般 学習臨床 「判断力」の育成と授業改善に関する研究
14 一般 学習臨床 世界史的方法による歴史認識の視点に関する研究
14 外国 学習臨床 中学校における環境教育に関する中日比較研究
14 外国 学習臨床 コンピュータと遠隔教育についての基礎的研究
14 外国 学習臨床 教育理論・教育方法
14 外国 学習臨床 形容詞の語順
14 外国 学習臨床 日本語教育における発音教育
14 外国 学習臨床 外国人に対する日本語教育
14 外国 学習臨床 コンピュータ操作を指導するための教材開発
14 外国 学習臨床 古代日韓関係史
14 内地 学習臨床 課題解決学習におけるコンピュータの活用－総合的な学習を中心として－
14 内地 学習臨床 学習内容の確かな習得をめざす評価の在り方
14 外国 生徒指導総合 教師の時間意識と学校の時間構造が教師の行動に与える影響における日本と中国の比較
14 外国 生徒指導総合 不登校児童生徒の問題点について
14 一般 心理臨床 スクールカウンセラーの現状と課題について
14 外国 障害児教育 日本の障害児教育の教育制度と教育方法について
14 外国 国語 日本語教育と語学能力
14 外国 国語 日本現代文学について－村上春樹の作品を中心として－

ｃ）（現職教員以外の）研究生の研究課題一覧
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資料[１－22] 特別聴講学生受け入れ状況

14 外国 社会 地理教育における情報技術の活用
14 外国 社会 戦後日本の経済発展過程
14 外国 社会 戦後の日本の経済発展過程
14 外国 社会 中国と日本の経済交流及び企業経営について
14 一般 美術 日本画の制作上の諸問題について，構成，色彩の面で研究を深めたい
14 外国 美術 デザイン教育に関する基礎的研究
14 外国 美術 美術教育のカリキュラムについての研究
14 一般 保健体育 全国高等学校スキー大会男子回転競技における三次元動作分析
14 外国 保健体育 バスケットボールの指導法について
14 外国 技術 ５軸制御マシニングセンタ運動制度の評価に関する研究
14 外国 技術 中日会計ソフトの機能とプログラム構造の比較研究
14 外国 技術 旅順工科大学における日中共学と技術者養成
13 一般 学習臨床 総合的な学習の分野における世界認識
13 一般 学習臨床 「判断力」の育成と授業改善に関する研究
13 一般 学習臨床 世界史的方法による歴史認識の視点に関する研究
13 外国 学習臨床 技術教育に関する中日比較研究
13 外国 学習臨床 高等学校における国語教育と外国語教育に関する研究及び外国人のための日本語教育に関す
13 外国 学習臨床 中・高校に対する日本語教育
13 外国 生徒指導総合 不登校児童の心理分析及びその指導
13 外国 生徒指導総合 教師の時間意識と学校の時間構造が教師の行動に与える影響における日本と中国の比較
13 外国 国語 職業高校の日本語科における日本語教授の研究
13 内地 英語 中等教育における英語教育
13 外国 社会 日・中貿易の現状と課題
13 外国 社会 日本とモンゴルの相互認識に関する研究
13 外国 社会 近現代ロシア思想史におけるスラヴ派と西欧派また現代ロシア社会への影響
13 外国 理科 物理の教材開発についての中日比較研究
13 外国 音楽 日本における伝統にもとづいた現代作品の研究
13 一般 美術 版画研究　教材研究
13 一般 美術 日本画の制作上の諸問題について，構成，色彩の面で研究を深めたい
13 一般 保健体育 運動部活動における先輩・後輩関係の成立事情の探究
13 一般 保健体育 「体ほぐし」が身心に及ぼす影響についての研究
13 外国 技術 ５軸制御マシニングセンタ運動制度の評価に関する研究
13 外国 技術 インターネット通信と画像情報処理
13 外国 技術 インターネットの活用
13 外国 技術 中日会計ソフトの機能とプログラム構造の比較研究
13 外国 家庭 日本における高齢者教育の研究

年　　度 平成17年度 平成16年度 平成15年度 平成14年度 平成13年度
0 0 0 0 1

特別研究学生受入れ状況

年　　度 平成17年度 平成16年度 平成15年度 平成14年度 平成13年度
学部 2 3 3 1 2
大学院 0 1 1

※　年度をまたがる場合（外国人留学生等）は，各年度にカウントしている。
※　上記はすべて外国人留学生である。

特別聴講学生受入れ状況

















































































































［３］ 図書館開放等の資料１１－３に関する根拠資料

資料［３－１］上越教育大学附属図書館概要

資料［３―２］上越教育大学附属図書館利用案内

資料［３－３］附属図書館ホームページ（図書館概要 入館者利用統計）

）(出典：上越教育大学HP 附属図書館 平成１６年度各種統計 http://www.lib.juen.ac.jp/news/h16toukei.html
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